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MVP受賞者はチームジンクスを跳ね飛ばせ！

２０１１ＭＶＰは哲
也！

１／１４（土）新年最初の活動である、新年会＆２０１１成績発表をスナック「プリーズ」で行った。今年も前年同様参加率が高く、世話役と
しては、非常に嬉しい限りだが、中々活動中全員とまでは、行かないなーと感じた。いつもの事だが、この開催にあたり、お店のご好意には非常
に感謝しているところである。さて、成績発表であるが、詳細は関連ページを見て頂くとして、ＭＶＰ候補には、８人の名前が挙がり、中でも３
人は非常に僅差の接戦であった。その中で、見事メンバー選出によるＭＶＰをゲットしたのは、＃０＠哲也が初受賞した。ここに、MVP受賞者の
コメント「皆様の投票でMVPを受賞することができました。本当にありがとうございました。外野、捕手に関しては沢山の方々に教えて頂き、練
習にもお付き合い頂いたことに感謝しております。今年も感謝の気持ちを忘れずに、昨年よりも良い成績を残し、2年連続で受賞できるように頑
張ります。」との事。今期の益々の活躍を期待したい。その他の受賞者からのコメントは以下のとおり。
最優秀防御率＠＃１７林「最優秀防御率の賞を頂き有難うございます。これも、皆さんのお陰だと思っています。野球は9人で行うスポーツです、

ゴーヘッズのチームワークを感じながら、今年もこの賞を頂けるよう努力精進します。」
盗塁王＠＃２智「走攻守において走力(足)こそが自分の全てなので、素直にタイトルを奪回出来て嬉しいです。今シーズンも哲也と一、二番で

ダイアモンドをかき回して結果的に再びタイトルを取ることが出来ればと思います。」
三冠王＠＃１９こーすけ「力の有るバッターがいるチームの中で、三冠王がとれた事は、自分を自分で誉めたいと思いす。(^_^)V

入団当初から、自分なりに試行錯誤をしながら狙っていた賞ですから今回、三冠王を頂けたことは、感無量です。今年も守らず
取りにいきますので、皆さんも取りに来て下さい。(-.-#)

最多セーブ＠＃１０政司「競った場面でのリリーフは、正直プレッシャーです。コントロールがしっくり来ない時は特に…
４セーブは少ないかなという気もしますが、この賞は、そのご褒美として、素直にいただきたいと思います。」

本塁打王＠＃１１たかあき「自分にはあまりピンと来ないタイトル(タイプ的に)なので某、大洋ホエールズにいたレイノルズのようにならない
ように謙虚な姿勢で今シーズンに臨もうと思います！」

最高長打率＠＃１１たかあき「なにげに二年連続の受賞に自分でもビックリ!!(゜Д゜) 二度ある事は三度…… 今年も狙っちゃおーかな!(笑)」

最多奪三振＠＃１６達脇「正直取れると思ってませんでした。三振を取るというのは、ピッチャーやってて、一番気持ちいい事です。また、
三年連続という事で、今年も取るつもりで挑みたいと思います。」ちなみに、最多与四球の受賞に関しては、要らないです。(笑)
私の一番の課題です。今年は取らないように頑張ります！

最多勝＠＃１６達脇「個人的に一番欲しかった賞なので、とれて嬉しいです。ただ、8勝では満足出来ないので、今年は二桁勝ってもう一度
最多勝取りたいです。」

最多単打・最多三塁打・最高出塁率＠＃０哲也「今年はタイトルをもっと増やせるように頑張ります。首位打者と盗塁王を目指します！！」
チーム賞＠＃１９こーすけ「チーム賞は、まず名前が好きです。野球はチーム力、団結力が一番必要だと思います。昨年は、空回りしながらも

チーム力を上げようと私自身が必死になった年でした。それを認めて頂けた様で受賞はとても嬉しく思います。引き続き今年も
空回りしながら、精進いたします。ありがとうございます。

最後に主なMVP選出理由を下記に記すので、一読願いたい
・チーム要求に応え、内野 外野 捕手と多岐にわたるポジションを守り、打撃でも各分野で上位の成績を残した。特にチャンスメーク＆ポイント
ゲッターとして試合の勝敗に絡む機会が多くあった。
・出席率の高さ且つ、どこでも出来る事はチーム構想に繋がっている。
・本職のショート以外で外野、キャッチャー等を着実にこなし、かつ安定したバッティング成績を残していたし、本職の守備位置メンバーが
なかなか揃いにくい今年のチーム状況の中での活躍は大きかった。
受賞者は連続受賞を、そうでない方は、来年の受賞を目標に、１年悔いの無いように、頑張りましょう！
個々人の活躍が、チームに繋がり、結果チーム一丸になりますので・・・
何はともあれ、哲也君受賞おめでとう！


